
１　方針策定の趣旨

 ○令和３年４月１日、１０年間の時限立法である「過疎地域の持続的発展の支援に関する

 　特別措置法」が施行されたところであり、本県過疎地域の持続的発展を図るため、その

　 基本的な事項等を定める「徳島県過疎地域持続的発展方針」を策定する必要がある。

 ○なお、本方針は、今後策定される「徳島県過疎地域持続的発展計画」及び「市町村過疎

　 地域持続的発展計画」の指針となるものである。

２　方針の期間

 ○法の期間（令和３年度から令和１２年度までの１０年間）のうち

 　令和３年度から令和７年度までの前期５年間

３　方針策定のポイント

 ○「ＳＤＧｓの理念」を踏まえるとともに、

 　・人口減少、災害列島、新型コロナウイルス感染症の「３つの国難への対応」

 　・新たな課題解決の原動力であるＤＸ、ＧＸを「２つの推進エンジン」

　として「５つの重点事項」を定め、「徳島ならでは」の県内過疎地域における

　「持続的発展のための新たな羅針盤」とする。

４　今後のスケジュール

　６月　方針案を市町村へ送付

　　　　方針案のパブリックコメントを実施

　７月　方針案を総務省に協議

　８月　総務省の同意を得て、方針の策定

  ９月  県計画案を議会へ報告

徳島県過疎地域持続的発展方針（案）について

資料１

「５つの重点事項」 新方針

・過疎地域の優位性を生かした「とくしま回帰」や、

ワーケーション推進による「関係人口拡大」

・サテライトオフィス等の「企業誘致の推進」

・５Ｇ等「超高速ブロードバンド環境のユニバーサル化」、

「デジタルデバイド対策」

・ＧＩＧＡスクールを活用した「学びの保障」

・再生可能エネルギーによる

「地域内でのエネルギー自給」、「地域内の経済循環」

＜「３つの国難」への対応＞

＜２つの推進エンジン＞

②強靱な

「地域交通体制の整備・構築」

③安全安心な

「地域医療提供体制の確保」

④誰一人取り残さない

「デジタル社会の推進」

⑤脱炭素社会をリードする

「グリーン社会の推進」

①コロナ禍を契機とした

「新次元の分散型国土の形成」

・持続可能な暮らし､緊急時の命を守る｢道路交通網の整備｣

・モーダルミックスなど

「徳島ならではの地域公共交通ネットワーク」の実現

・無医地区の解消に向けた

「医療関係機関の連携体制の構築」、「5G遠隔診療の推進」

令和３年６月定例会（事前）

地方創生対策特別委員会資料（政策創造部）


